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　Abstract:　The activities in the 2001­2002 austral summer of the 43rd Japanese 
Antarctic Research Expedition (JARE-43) are reported. JARE-43 consisted of 60 personnel 
including 20 summer and 40 wintering personnel.  In addition, 7 observers joined the 
voyage of R/V Shirase.  She left Harumi on Nov. 14 in 2001, and the 56 personel and 7 
observers went on boad in Freemantle of Western Australia for Syowa Station, other 4 
personel for another ship as mentioned below.  R/V Shirase left the ground on Dec. 3 and 
arrived at the ice edge on Dec. 14,  after carrying out marine observations on the cruise.
　She anchored at Syowa Station on Dec. 23, after the ﬁrst ﬂight on Dec. 18.  All the cargo 
and fuel necessary for the wintering program of JARE-43 were unloaded and the missions 
for the summer party were forced to finish by the last flight on Feb. 12 in 2002.  The 
helicopter, chartered by JARE-43, moved to Syowa Station from R/V Shirase on Dec. 23 
and supported the observation programs until Feb. 3, including the inland areas of ice 
sheets.  The observation on the Mizuho Ice Plateau for the seismic exploration programs 
was especially supported by air during the traverse.  Constructions with engineering works 
and facilities update were conducted in the several areas in Syowa Station, and most of 
them were accomplished, some, however, left for the wintering party. 
　In addition, 4 summer members carried out other marine observations using R/V 
Tangaroa chartered by JARE-43.
　要旨:　第 43 次隊は総勢 60 名で構成され，このうち夏隊は 20 名，越冬隊は 40
名であった．ほかに夏隊同行者として 7 名が参加した．南極観測船「しらせ」は，
2001 年 11 月 14 日に晴海埠頭を出港，観測隊本隊は 11 月 28 日に航空機で成田を
出発し，西オーストラリアのフリーマントルで「しらせ」に乗船した．「しらせ」
は 12 月 3 日に同地を出発し，海洋観測を実施しつつ 12 月 14 日に氷縁へ到着した．
12 月 18 日に昭和基地第一便が飛び，12 月 23 日に昭和基地に接岸して氷上輸送，
その後の本格輸送が開始された．2002 年 2 月 12 日の最終便までの間に，第 43 次
越冬成立に必要な物資の輸送と越冬隊員の交代を滞りなく完遂した．また，観測
隊ヘリコプターは 12 月 23 日に「しらせ」から昭和基地へ移動し，その後 2002 年
2 月 3 日まで氷床内陸域も含めた観測支援作業に従事した．人工地震の観測では
内陸に雪上車行動を展開したが，適宜ヘリコプターを利用し空路支援した．基地
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1．　は じ め に
第 43 次日本南極地域観測隊（以下，第 43 次隊）は，南極地域観測第Ⅵ期 5 か年計画の初
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2． 観測実施計画の策定と隊員
第 43 次隊の実施計画と隊員構成は，平成 12 年 6 月 14 日の第 116 回南極地域観測統合推
進本部総会（以下，本部総会）において審議された観測計画に基づき，11 月 13 日の第 117
回本部総会にて観測隊長及び副隊長が決定し，平成 13 年 6 月 22 日の第 118 回本部総会にて






出発時の平均年齢は，越冬隊 36 歳，夏隊 34 歳，全体では 35 歳であった．第 43 次南極地域
観測隊越冬隊と夏隊の編成及び同行者（オブザーバー）の一覧を表 1 に示す．
3． 夏期行動概要
第 43 次隊夏期行動の経過概要を表 2 に，夏期期間中の観測項目一覧を表 3 に，設営作業
項目一覧を表 4 に，「しらせ」往復の航路及び船上観測点の位置概要を図 1 に示す．
3.1.　往路の行動と船上観測
第 43 次南極地域観測隊は，第Ⅵ期 5 か年計画の初年度にあたり，新しく始まる研究観測
などを実施するとともに，観測隊員の南極への新しいアクセス，すなわち観測隊員の空路フ
リーマントルへの移動を行った．













表 1　第 43 次南極地域観測隊員名簿（1/3）
Table 1.  Members of JARE-43. (1/3)
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表 1　第 43 次南極地域観測隊員名簿（2/3）
Table 1.  Members of JARE-43. (2/3)
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表 1　第 43 次南極地域観測隊員名簿（3/3）
Table 1.  Members of JARE-43. (3/3)
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表 2　第 43 次夏期行動経過概要（1/2）
Table 2.  Summary of the process employed for the summer operations of JARE-43. (1/2)
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3.2.　昭和基地
12 月 18 日に昭和基地第一便を飛行させた後，「しらせ」は氷海航行を続け 12 月 23 日に
昭和基地沖に接岸，直ちに貨油燃料の送油と大型物資の氷上輸送を行った．1 月 2 日からは，
「しらせ」ヘリコプターによる一般物資の本格的な輸送を行い，1 月 15 日に第 43 次隊の物
資輸送 1100 t が終了した．その後，1 月 21 日から第 42 次隊の持ち帰り物資及び環境保全に
関連した廃棄物の輸送が 29 日までに行われ，総量は約 280 t となった．








12 月 22 日に S16 への人員・物資輸送を終え，観測・旅行準備の後，29 日に雪上車で発
表 2　第 43 次夏期行動経過概要（2/2）
Table 2.  Summary of the process employed for the summer operations of JARE-43. (2/2)
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表 3　第 43 次夏期観測項目一覧
Table 3.  List of observation items during the summer operation of JARE-43.
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表 4　第 43 次夏期設営作業項目一覧
Table 4.  List for work tasks undertaken during the summer operation of JARE-43.
図 1　往復の航路（矢印で航路順を示す）と船上観測の測点概要
Fig. 1.  Route of the JARE-43 voyage (arrows) and the locatons of observation sites.
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破地点に向け出発した．また，観測隊ヘリコプターによるクレバス帯の偵察を主とした調査
ルートの確認，人員の交代，物資の補給などを行った．1 月 26 日に発破作業を終了し，2 月















「しらせ」乗員をフリーマントルヘ輸送するために予定を少し早め，2 月 12 日の最終便を
もって昭和基地に残っていた第 42 次越冬隊，第 43 次夏隊全員を「しらせ」に収容し，2 月
15日に氷海を離脱してフリーマントルへ向かった．2月26日にフリーマントルに一時寄港後，
再び南極海に戻り船上観測を開始した．当初計画した停船観測地点のうち，復路については
4 測点で実施できなかったが，3 月 4⊖18 日までの間，10 測点での停船観測を実施すること
ができた．特に 2 月上旬に専用観測船「タンガロア号」が実施した同じ測点において，「し
らせ」により時期の異なる観測を行えたことは非常に有効であった．
「しらせ」は 3 月 21 日にシドニーへ入港し，3 月 28 日には第 43 次夏隊員 23 名（同行者 7
名を含む）が第 42 次越冬隊員 40 名と共に無事帰国した．
4． 研究観測
4.1.　電離層観測
夏作業として，112 MHz アンテナ 28 基の建設及びケーブル 28 本の敷設を行った．昭和基
地入り直後の 12 月 21 日の地盤調査から始まり，基礎建築，鉄骨組み付け，アンテナ組み付
け，ケーブル敷設等の作業を経て，1 月 28 日に基礎へのモルタル詰め作業をもってアンテ
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ナ給電系が完成した．当初予定の作業日数 34 日，作業量 117 人日に対して，実作業日数 30 日，
実作業量 106 人日を要した．残念ながら，レーダー本体は国内船積み直前の不具合により持
ち込みを断念したが，改めて翌年の第 44 次隊夏作業で観測開始が確認された．完成したア




1 日 2 回，停船観測もしくは XCTD/XBT 観測中に，観測甲板舷側からポリエチレン製バ
ケツ（10 l）を用いて表面水を採水し，棒状温度計 （最少目盛 0.1℃）を用いて水温を測定す
ると共に，各種化学成分の分析を行った．
4.2.2.　XCTD/XBT 観測
1 日 7 回定時に，投下式電気伝導度水温水深計（XCTD）または投下式水深水温計（XBT）
を用いて，水温及び電気伝導度の鉛直分布を測定した．1000 m 用の XCTD プローブまたは
750 m 用の T-7（ともに鶴見精機社製）を使用し，A/D コンバーター（鶴見精機社製，MK-
130）を介して 760⊖1000 m までのデータをパソコンに取得した．ラインの船体への接触を避
けるため，観測甲板右舷に設置した約 4 m の塩化ビニール管を通して投下した．本観測は復
路フリーマントルに向けての航路（図 1，航路 6）においては実施しなかった．
4.2.3.　CTD/LADCP/ 各層観測
荒天または復路の行動変更により観測を中止した St. 4 ～ St. 9，St. 13，St. 21 を除き，計
画した 22 測点中 14 測点で CTD/LADCP/ 各層観測を実施した（図 1）．CTD のガードにロゼッ






てはポリエチレン製 5 l キューピーテナー及び 0.5 l 褐色ガラス瓶に，油分分析用海水試料に
ついては 5 l ガラス瓶にそれぞれ表面海水を採取した（重金属測定用海水試料については，
容器に試料採取後硝酸を添加し，試料水を硝酸酸性にて保存）．
4.2.5.　漂流ブイの放流
St. 4，St. 19 及び St. 21 の 3 測点において，2⊖3 ノットの船速での航行時に，アルゴスシス
テムを利用した表層漂流ブイ（東洋通信機株式会社製，MODEL2ANZ-1388: 水温センサー，
ホリィソック型ドローグ付）を放流した．
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4.2.6.　海水の化学分析
表面採水及び各層観測で採取した海水を下記項目について分析した．
塩分：AUTOSAL Model 8400B による測定，溶存酸素：ウインクラー法，リン酸塩：Traccs 




















昭和基地 GPS 連続観測点を基準として，GPS により既設基準点の改測及び結合を行い，
精密測地網を構築すると共に，必要に応じて基準点の増設を行った．観測は各地域の新設点
においてGPS連続観測を行い，基準観測点とした．改測点は新設の基準観測点を基準として，
標準 3 時間の観測を行った．昭和基地 IAGBN 点を基準としてシントレックス重力計により
重力測定を実施した．
4.3.3.　露岩域変動測量
干渉 SAR データによる地殻変動，氷床変動の検出を行う際の精度検証として，S16 周辺
において GPS 連続観測を昭和基地 GPS 連続観測点との間で実施した．S16 の観測点につい
ては，1992 年から GPS 観測の基準としてルートポール付近に観測点が設置されており，こ





を目的に第 41 次隊により設置された．GPS 固定観測装置は，太陽発電と風力発電により 24









献を目的に，第 36 次隊により設置された．24 時間の連続観測を行い，データは 1 日 1 ファ
イルとして作成され，インマルサット通信により毎日日本へ送られている．当時のシステム
は機器の老朽化に伴って観測データに欠測が生じ，利用者の期待に応え安定した観測を行う
上で観測機器の更新が至急必要となった．1 月 10 日より随時更新機器の設置を行い，2 月 2













球分体の水準を確定するため，1 月 21 日に球分体～ベンチマーク 1040 の水準測量を行っ
た．また，1 月 28 日には球分体上での GPS 観測を行った．
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4.4.4.　ラングホブデ雪烏沢における水位観測及び副標観測
2001 年 12 月 28 日～ 2002 年 2 月 3 日までの約 1 か月間，ラングホブデ生物小屋近傍の海






「しらせ」観測甲板後部から ADCP をロープで吊るし，水深 10 m の深度に下向きに設置して，
4 m 間隔で 32 層の水平流速を 10 分間隔で観測するように設定した．
4.5.　宙空
4.5.1.　ナトリウム温度ライダーを用いた夏期の中間圏の温度観測
第 41⊖42 次隊の 2 年間，昭和基地におけるナトリウム温度ライダー観測は，夜間にのみ実
施されていた．第 43 次隊では受信系の受信効率を向上させ，夏期の中間圏の温度観測を成
功させることをテーマにした．
2001年 12月下旬～ 2002年 2月中旬は第 42次隊からの引き継ぎ，光学部品の交換及び調整，
レーザー出力の調整，波長計のキャリブレーション並びに夜間観測準備等の作業を行い，2
月下旬に昼間観測受信系のレンズ構成を変更して光路調整，Na-Cell の透過率測定及び試験
観測を行った．本格的に夜間観測を開始した 3 月上旬～ 9 月中旬までの期間は，昼間観測と
実験は行わなかった．9 月下旬～ 10 月初旬にかけて再度，昼間試験観測を行った．10 月中
旬は天候が悪く，10 月 20 日の夜間観測を最後に観測機器の撤収を行った．2 月下旬の試験
観測では波長 f c での信号を確認することはできなかったが，10 月初旬の試験観測では確認





















方向に約 90 km，南西方向に約 60 km で全測線長は 150 km であった．この測線は既存のルー
トではないため，新規にルート工作を行う必要があった．この測線上に，最終的に 161 点の
観測点を展開し，合計 5 t のダイナマイトを使い 8 地点において人工震源を実施した．さら
に重力測定，アイスレーダー測定を実施し，より総合的な探査を目指した．この測線は第
41 次隊のみずほルート上の人工地震探査の測線と斜交し，第 41 次隊の結果と第 43 次隊の
結果を合わせることにより，みずほ高原下の 2 次元的な地殻構造を推定することを目的とし
ていた．また，投下式地震計（ぺネトレーター）の試験観測を大陸内陸域で実施した．
2001 年 12 月 21 日午後，「しらせ」（南緯 69°05′，東経 39°26′）から隊員 6 名が S16 に入り，











昭和基地での夏期作業は，12 月 19 日の「しらせ」からの人員輸送で始まった．12 月 20 日，
45第 43 次日本南極地域観測隊夏期行動報告 2001­2002
大半の隊員が昭和基地に入り本格的な設営作業を開始し，1 月 4 日～ 2 月 5 日まで「しらせ」
乗組員による設営作業支援が行われた．越冬交代後，2 月 3⊖12 日にかけて第 42 次越冬隊よ










② 建築物及び基地設備工事の基礎や床用に準備されたセメント缶が，総数 2100 缶（パレッ
ト数で 106）と大量であった．
③ 新たに計画されたゾンデ観測のため，例年に比べ単管ボンベが約 200 本多く，総数とし
ては 368 本と大量であった．
④人工地震計画のため，大量のダイナマイトを搭載する必要があった．
























12 月 18 日に昭和基地への第一便フライトが行われ，第 42 次越冬隊への手紙や生鮮食品
など 206 kg を空輸した．第一便に続いて夏作業立ち上げのための隊員と，初期の段階で必
要な工具等を輸送する準備空輸 7 便が計画されたが，87 号機のトラブルのため 1 フライト
のみとなった．翌 12 月 19 日からは準備空輸に引き続き緊急物資空輸が実施され，途中強風











12 月 21 日から開始された．当日の最終フライト 1 便で S16 への準備空輸が実施され，人員
6 名と食糧，装備品約 600 kg が空輸された．翌 22 日に 27 便，27 日には 10 便のフライトが




12 月 23 日夕刻，「しらせ」は昭和基地に接岸した．直ちに貨油輸送の準備に入り，









氷上輸送は 12 月 23 日から途中天候不良のため 1 日間の休止を挟み，12 月 29 日まで続け
られた．積荷リスト上で計画していた総氷上輸送量は約 335 t であったが，結果として約
223 t の輸送で打ち切られた．
第 42 次隊の持ち帰り大型物資の氷上輸送については，12 月 28 日に航空機関係を，12 月
30 日及び 1 月 2 日に大型廃棄物及び車両などの輸送を実施した．第 42 次隊の氷上輸送によ
る持ち帰り物資量は，65.35 t であった．
5.1.8.　空輸
本格空輸は 1 月 3 日午後から開始され，9 日までには一般物資の輸送が終了した．翌 10
日からは燃料ドラム缶の輸送に移り，13 日午後には食料へと順調に経過し，14 日の第 32 便
目で私物を除く第 43 次隊物資すべての輸送を終えた．続けて翌 15 日まで越冬隊員の私物



































注意事項，作業人員数を発表してもらい，グループごとに KY 黒板を使用して KYK（危険
予知活動）を行った．また，朝礼場所に安全看板を取り付けて各工事の作業場所が明確にな
るようにし，併せて KY 黒板の掲示を行った．
第 43 次隊で持ち込んだ建築物資は，総重量 125 t，全容積 344 m3，総梱包数 865 梱包であっ






































SM 25 型雪上車整備作業として，SM 254，SM 255 の整備計画をすべて完了させた．
5.2.3.　環境保全（廃棄物処理）の概要
生活系廃棄物，建設系産業廃棄物の集積及び廃棄物輸送を行った．集積結果は，ドラム缶
22 梱（2.4 t，7.5 m3），エコバッグ 37 梱（6.1 t，23.0 m3），タイコン 25 梱（1.3 t，25.0 m3），
合計 84 梱（9.8 t，59.4 m3）であった．
5.2.4.　航空作業の概要
観測隊ヘリコプター AS355F2 型 JA9639「ゆきどり」は，専用の幌付架台に載せて「しらせ」
04 甲板に搭載した．12 月 18 日にリュツォ・ホルム湾へ到着した後，飛行に先立ってヘリコ
プター乗員 2 名及び作業員 4 名が昭和基地に入り，B ヘリポートの整備作業を行った．B ヘ
リポートに機体を野外係留するため，卓越風向に正対した係留位置でアンカーポイント 6 箇
所の墨出し，穴掘り，コンクリート打設及びケミカルアンカー打設を行った．12 月 23 日，「し
らせ」の飛行甲板が空いた夜間を利用して「ゆきどり」を組み立て，翌 24 日早朝，昭和基





た沿岸の観測を実施した．観測期間中，1 月 18 日，19 日の 2 日間は 20 m/s を超える強風が
続いた．ブリザードには至らなかったものの，瞬間最大風速 27.2 m を記録した．2 月 3 日の
機体撤収までの 42 日間に，機体のトラブルもなく，飛行日数 30 日，悪天候による飛行中止
















ン及びラングホブデ氷河源流の各調査隊とは HF（4540 KHz）を使用し，VHF 通信圏内調査
隊，VHF 圏外調査隊の順番で事前に定めたタイムチャートにより実施した．さらに人工地
震調査隊はインマルサット M を携行したことから，HF による通信不通の際の緊急連絡等に
大いに役立った．また，人工地震調査の一環で観測隊ヘリコプター「ゆきどり」が昭和基地
から震源班あるいは測線班のポイントまでフライトする際の管制通信は，昭和基地側から
























るよう，現地から日本への伝送を行った．電話回線を通じて 1 分間の映像を送るのに 30 分
ほどかかるため，あらかじめ大まかに編集してから送る必要が生じた．「しらせ」艦上から
3 日間，昭和基地から 6 日間余りを伝送に費やした．
6.3.　昭和基地テレビ中継事前調査
NHK から 2 名が参加し，第 44 次隊での越冬を前提に 1 年間，昭和基地から生中継でテレ
ビ放送を行う計画により，アンテナ設備，放送センターなどの建設場所の選定及び測量，放
送の中でどのような話題を紹介するか等の事前調査を行った．また昭和基地内夏作業にも従
事し，第 44 次隊での NHK 放送センター建設に向けた作業手順策定に関する理解も深まった．
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